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１）組織の概要                                   

1 

１．事業所名 

  代表者氏名 

 

２．本社 

 

 

 

  合川倉庫 

 

 

  うきは支店 

 

 

 

  うきは作業所 

 

 

３．環境管理責任者 

 

    ＥＡ21事務局 

 

 

 

４．事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社 篠原工務所 

 代表取締役 篠原 靖典 

 

 〒830－0023 

 福岡県久留米市中央町 29－19 

 Tel ：0942－32－5427  Fax：0942－34－0067 

  

 〒839－0841 

 福岡県久留米市御井籏崎 3－11－3 

 

 〒839－1406 

 福岡県うきは市浮羽町高見 368の 1番地 

 Tel ：0943－77－2790  Fax：0943－77－8110 

  

 〒839－1406 

 福岡県うきは市浮羽町高見 330－2 

 

 篠原 靖典 

       

大淵 綾美 

Tel ：0942－32－5427  Fax：0942－34－0067 

 E-mail：shino99@ruby.ocn.ne.jp 

 

 ･特定建設業：建築工事業 とび･土工工事業 解体工事業 

  福岡県知事 許可（特－4）第 12239号 

  

･一級建築士事務所 

  福岡県知事 登録 第 1－50493 

  

･宅地建物取引業 

  福岡県知事（3）14301 

 

 創 業   大正 11年 1月 

 創 立   昭和 28年 2月 

 資本金   30,000 千円 

 完工高   692,374 千円 （令和 4年度実績） 

 事業年度  期首 11月－期末 10月 

 社員数   11人（令和 4年 11月現在） 

  

  

mailto:shino99@ruby.ocn.ne.jp


 

 

２）認証・登録の範囲                                    
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６．所属団体 

 

 

･(社) 福岡県建設業協会      ･福岡県建設同友会 

 ･(社) 福岡県建築士事務所協会   ･久留米市建築協同組合 

 ･(社) 福岡県宅地建物取引業協会  ･久留米市商工会議所 

 ①事業所名 

所在地 

 

 

②対象組織 

 

③対象活動 

 

④実施体制 

株式会社 篠原工務所 

〒830－0023 

福岡県久留米市中央町 29－19 

 

本社、合川倉庫、うきは支店、うきは作業所 

 

建築工事業、とび・土工工事業、解体工事業 

 

下図参照 

   代表者   従業員数：１１名 

          

EA21委員会  環境管理責任者  EA21事務局   

          

          

          

          

本社 工事部     浮羽支店   

          

  建設現場     建設現場 

          

  合川倉庫     うきは作業所 



３）環境経営方針                                  

 

株式会社篠原工務所は、地球環境の保全を最重要課題と位置付け、 

全社一丸となって建設事業による環境負荷の削減、地域環境との 

調和・共生を図りながら、環境経営の継続的な改善に努めます。 

 

 

１．電気の使用量を削減し、二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

２．建設工事に伴う車両・重機・機械類の燃料使用量を削減し、二酸化炭素 

排出量の削減に努めます。 

３．水の使用量の削減に努めます。 

  ４．一般廃棄物排出量の削減に努めます。 

５．建設廃棄物のリサイクルを推進し、産業廃棄物排出量の削減に努めます。 

６．事務用品のグリーン購入、また建設資材の再生材利用を推進します。 

７．事業活動において関連する環境関連法規等を遵守します。 

８．地域や建設現場の環境ボランティア活動を通して地域貢献活動に努めます。 

  ９．経済性・耐久性・意匠性に優れた建築を推進します。 

  １０．知恵と技術と誠意をもって、人と環境に優しい社会づくりに貢献します。 

 

 

                  制定 平成２１年１１月１５日 

                  改訂 令和 ４年１１月１５日 

                株式会社 篠原工務所 

               代表取締役 篠原 靖典 
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４）環境経営目標                                   

事業年度期間（11 月～翌年 10 月） 

 

備考・基準年度(平成 31年度)の売上高は 809百万円とし、売上額当りの二酸化炭素排出量、産業廃棄物排出量の原単位目標を設定する。  

  ・環境負荷の削減目標については、基準年度値を毎年 1％削減することを目標として設定する。 

  ・対象事業所は本社、うきは支店及び建設現場とし、電気使用量、ガソリン使用量、水使用量は総量で管理する。 

  ・令和 3 年度中に軽油車を処分したので、令和 4 年度から軽油の項目を除外した。 

  ・自社が施工する建築物の環境性能の向上に係る目標として、yess建築施工の受注を令和 4年度より追加する。 

 

（令和 3 年度からの変更分） 

・水(本社)：ｺﾛﾅｳｲﾙｽ対策による手洗いは今後も継続されその分使用量が増加するのは明確なので、目標値を 2020年の実績 23.1 ㎥の 1％減に 

変更する。 

・ガソリン(現場)：H31年度は従業員の通勤距離が普段より短く使用量が少ない年で、そこを基準に目標を定め達成するのが不合理な事。また、 

2020/12に軽油車を処分しガソリン車に買換えた為使用量が増加するのは明確なので、目標値をガソリンと軽油の 2020年度実績を合算した 

6306.84Lの 1％減に変更する。 

・一般廃棄物排出量は資源ごみを除く可燃ごみと不燃ごみの合計に令和 3年度から変更する。 

・建設現場の産業廃棄物ﾘｻｲｸﾙ率を令和 3年度から追加する。 
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 単位 該当事業所 
基準年度 

(平成 31年度) 

令和 2 年度 

削減率 1％ 

令和 3 年度 

削減率 2％ 

令和 4 年度 

削減率 3％ 

二酸化炭素排出量 
kg-CO2/百万 

（実績値） 
全社 

29.2 

（23,652） 
28.9 28.7 28.4 

電気使用量       kWh 

本社 4,736 4,736 4,736 4,688 

うきは支店 1,909 1,909 1,909 1,889 

建設現場  23,282 23,049 22,816 22,584 

ガソリン使用量 L 

本社 1,142 1,131 1,119 1,108 

うきは支店 295 292 289 286 

建設現場 3,416 3,382 6,243 6,180 

灯油使用量                 L 建設現場 36 35.6 35.3 34.9 

一般廃棄物排出量 kg 

本社 104 103 44 43 

うきは支店 12.5 12.4 11.5 11.4 

産業廃棄物排出量  
ｔ/百万 

（実績値） 
建設現場 

1.63 

(1,322.97） 
1.61 1.60 1.58 

産業廃棄物 

ﾘｻｲｸﾙの推進 
ﾘｻｲｸﾙ率％ 建設現場 － － 60 65 

水使用量  ㎥ 

本社 11.2 11.1 22.8 22.6 

うきは支店 4.0 4.0 3.9 3.9 

建設現場 732 725 717 710 

地域貢献活動 回数/年 本社 13 12 12 12 

yess 建築施工を 

推進及び受注 
受注件数 全社 － － － 1 



５）環境経営計画                                    
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項目 具体的取組み内容 事業所 担当者 

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減 

電気使用量の削減 

目標：本社 4,688 kWh 

目標：うきは支店 1,889 kWh 

目標：現場 22,584 kWh 

以下 

責任者：大淵綾美 

1)昼休み、不在時には、必要以外の照明を消す 
本社 大淵綾美 

2)未使用時のﾊﾟｿｺﾝ、ﾌﾟﾘﾝﾀｰの電源 OFF 

3)空調設備（ｴｱｺﾝ）の適正温度設定 
うきは支店 篠原祥一郎 

（冷房 26～28℃）（暖房 21～23℃） 

4)空調機フィルターの定期的な清掃 
建設現場 國武治 

 

 

 

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減 

目標：本社 1,108 L 

目標：うきは支店 286 L 

目標：建設現場 6,180 L 

以下  

責任者：國武治 

1)ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの実施 

本社 大淵綾美 ①ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙの踏込みは、緩やかに行う 

②時間に余裕を持ち、経済速度での走行を心がける 

③無人状態でのｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞはやめる 

うきは支店 篠原祥一郎 ④冷房、暖房は必要最低限に使う 

2)定期的な車両保守点検 

①給油時のﾀｲﾔ空気圧点検実施 

建設現場 國武治 
②ｴｱｰｸﾘｰﾅｰ等のこまめな清掃、交換 

③ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙの点検と適正化 

3)運転経路の無駄を無くす 

灯油使用量の削減 

目標：現場 34.9 L 

以下 

責任者：篠原祥一郎 

1)不在時にはストーブの電源を切る 

建設現場 篠原祥一郎 
2)ストーブは必要最低限に使う 

 

 

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減 

一般廃棄物排出量の削減 

目標：本社 43 ㎏ 

目標：うきは支店 11.4 ㎏ 

責任者：大淵綾美 

以下  

1)分別の徹底化 

本社 大淵綾美 2)空き缶等は潰して減量化を図る 

3)詰め替え可能な品物を優先的に導入する 

4)名刺ｻｲｽﾞ以上はﾘｻｲｸﾙに出す  

うきは支店 

 

篠原祥一郎 5)裏紙を使用する 

6)弁当持参を心掛ける 

産業廃棄物排出量の削減 

目標：現場 1.58（t/百万） 

以下 

責任者：國武治 

1)ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ伝票での適正処理確認 

建設現場 國武治 

2)定期的な処理施設への追跡調査 

3)転用できる資材を優先的に導入する 

4)現場での分別収集の徹底 

 

 

水
資
源
投
入
量
の
削
減 

水使用量の削減 

目標：本社 22.6 ｍ3 

目標：うきは支店 3.9 ｍ3 

目標：現場 710 ｍ3 

以下  

責任者：大淵綾美 

1)年間を通した節水への取組み 
本社 大淵綾美 

①適正水量（水圧）で使用する 

②水を流放しにしない 
うきは支店 篠原祥一郎 

③蛇口を確認する 

④ﾄｲﾚでの使用は必要最低限にする 

建設現場 國武治 2)雨水等を有効利用する（建設現場のみ） 

 



 

次年度の計画内容は、今年度と同じとします。 

 

 

 

 

６）環境経営計画に基づき実施した取組内容                      

【 全 社 】※削減の達成率は、[(目標値―実績値)/目標値+1]に 100 を掛けて算出した。 

１．二酸化炭素排出量の削減 

※二酸化炭素排出量の目標は売上高に対する数値です。 

令和 4年度排出量は 26,021.9 kg-CO2、売上高は 692百万円でした。 

 

目標項目 
令和 4 年度 

目標数値 

令和 4 年度 

実績数値 

達成 

状況 

二酸化炭素排出量 

28.4 ㎏-CO2/百万円

以下 

37.6 ㎏-CO2/百万

円 × 

目標達成率 67.6 ％ 

評価 

上半期の現場での電気・灯油使用量が目標を大幅に超え、下半期は

順調にいっていたが全期を通して達成できなかった。現場の仮設事

務所は断熱性が低くどうしても使用量が増えてしまう。来期は他社

現場員の方々にも環境意識をもっと高くもってもらえるよう、環境

の大切さを伝えていきます。 

 

  ２．yess建築施工を推進及び受注 

 

目標項目 
令和 4 年度 

目標数値 

令和 4 年度 

実績数値 

達成 

状況 

yess 建築施工を 

推進及び受注 

1 件以上 1 件 
○ 

目標達成率（％） 100.0 

評価 
しっかり推進した結果です。来期はもっと受注できるよう努めま

す。 
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地
域
貢
献
活
動 

地域貢献活動の推進 

目標：活動回数 12 回 

以上 

責任者：大淵綾美 

1)事務所周辺の道路清掃及び除草作業 

本社 大淵綾美 
2)河川清掃活動への企業としての参加 

 

 

工
事
に
お
け
る

環
境
配
慮 

yess 建築施工を 

推進及び受注 

目標：受注件数 1 回 以上 

責任者：國武治 

1)工場建築を考えてあるお客様に yess 建築施工を 

全社 國武治 
 推進する 

2)事務所に yess 建築のポスター掲示等して 

 アピールする 



【 本 社 】※削減の達成率は、[(目標値―実績値)/目標値+1]に 100 を掛けて算出した。 

１． 電気・ガソリン使用量の削減 

※購入電力の二酸化炭素排出係数は九州電力の 2021年度調整後排出係数 0.398（㎏－CO2/kWh）を使用した。 

 

目標項目 
令和 4 年度 

目標数値 

令和 4 年度 

実績数値 

達成 

状況 

電気使用量 
4,688 KWh 以下 5332.4 KWh 

× 
目標達成率 86.3 ％ 

ガソリン使用量 
1,108 L 以下 840.1 L 

○ 
目標達成（％） 124.4 

評価 
夏は冷房とサーキュレーターを併用し昨年より達成率は上がった

が、目標には達成できませんでした。 

 

２．一般廃棄物排出量の削減 

 

目標項目 
令和 4 年度 

目標数値 

令和 4 年度 

実績数値 

達成 

状況 

一般廃棄物排出量 
43 ㎏以下 46 ㎏ 

× 
目標達成率(％) 93.0 

評価 
事務所整理をした際に廃棄物が多くでた為達成できなかった。分別

等はしっかりできていると思う。今後もきちんと努めます。 

 

３．水使用量の削減 

 

目標項目 
令和 4 年度 

目標数値 

令和 4 年度 

実績数値 

達成 

状況 

水使用量 
22.6 ㎥以下 22.7 ㎥ 

× 
目標達成率(％) 99.6 

評価 
僅かに目標達成できなかったが、取り組みは良くできていると思

う。来期は目標達成できるよう引き続き努めます。 

 

４．地域貢献活動の推進 

 

目標項目 
令和 4 年度 

目標数値 

令和 4 年度 

実績数値 

達成 

状況 

活動回数 
年間 12 回以上 13 回 

○ 
目標達成率(％) 108.3 

評価 
今年は建設業協会の河川敷清掃活動が開催され、従業員が参加

した。地域貢献でき良かったです。 
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[本社での活動の様子]     

 

『節電の推進ステッカー』     『節水の推進ステッカー』     『エコキャップ運動』 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

                 『紙資源の分別』可能な限り再利用しています。 

                  

 

 

 

         

 

 

 

『名刺サイズ以上の紙は可燃ごみではなく     『事務所周辺の美化活動』 

資源ごみに出しています』 

 

 

 

 

 

 

欅を植えて 

緑化活動もしています🌿 

 

 

『R4 年 10 月 30 日、ノーポイ運動（建設業協会の河川敷清掃活動）』 
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【 う き は 支 店 】 

１．電気・ガソリン使用量の削減 

※購入電力の二酸化炭素排出係数は九州電力の 2021年度調整後排出係数 0.398（㎏－CO2/kWh）を使用した。 

 

目標項目 
令和 4 年度 

目標数値 

令和 4 年度 

実績数値 

達成 

状況 

電気使用量 
1,889 KWh 以下 1,244 KWh 

○ 
目標達成率 134.1 ％ 

ガソリン使用量 
286 L 以下 296.2 L 

× 
目標達成（％） 96.4 

評価 
ガソリンが僅かに達成できなかった。事前に道順を確認する等、来

期は目標達成できるよう努めます。 

 

 

２．一般廃棄物排出量の削減 

 

目標項目 
令和 4 年度 

目標数値 

令和 4 年度 

実績数値 

達成 

状況 

一般廃棄物排出量 
11.4 ㎏以下 11.0 ㎏ 

○ 
目標達成率(％) 103.5 

評価 
うきは支店は 1 人で営業している為廃棄物排出量も少ない。来期も

この調子で頑張ります。 

 

 

３．水使用量の削減 

 

目標項目 
令和 4 年度 

目標数値 

令和 4 年度 

実績数値 

達成 

状況 

水使用量 
3.9 ㎥以下 4.1 ㎥ 

× 
目標達成率(％) 94.9 

評価 
僅かに目標達成できなかったが、取り組みは良くできていると思

う。来期は目標達成できるよう努めます。 
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【 建 設 現 場 】 

１．電気・ガソリン・灯油使用量の削減 

※購入電力の二酸化炭素排出係数は九州電力の 2021年度調整後排出係数 0.398（㎏－CO2/kWh）を使用した。 

 

目標項目 
令和 4 年度 

目標数値 

令和 4 年度 

実績数値 

達成 

状況 

電気使用量 
22,584 kWh 以下 19,644 kWh 

○ 
目標達成率(％) 113.0 

ガソリン使用量 
6,180 L 以下 5,811 L 

○ 
目標達成率(％) 106.0 

灯油使用量 
34.9 L 以下 71.0 L 

× 
目標達成率(％) -3 

評価 

現場の仮設事務所は断熱性が低くエアコンのみでは部屋が暖まら

ず、石油ストーブと使用した。来期は他社現場員の方々にも環境意

識をもっと高くもってもらえるよう、環境の大切さを伝えていき

ます。 

 

 

２．産業廃棄物排出量の削減 

※産業廃棄物排出量は売上高に対する数値です。 

令和 4年度排出量は 981.4ｔ、売上高は 692百万円でした。 

 

目標項目 
令和 4 年度 

目標数値 

令和 4 年度 

実績数値 

達成 

状況 

産業廃棄物排出量 
1.58ｔ/百万円以下 1.42ｔ/百万円以下 

○ 
目標達成率(％) 110.2 

評価 
きちんと分別等してきた結果だと思います。来期もこの調子で

頑張ります。 

 

 

３．水使用量の削減 

 

目標項目 
令和 4 年度 

目標数値 

令和 4 年度 

実績数値 

達成 

状況 

水使用量 
724 ㎥以下 466.7 ㎥ 

○ 
目標達成率(％) 134.3 

評価 
しっかり節水した結果だと思います。来期もこの調子で頑張りま

す。 
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７）環境経営目標及び環境経営計画の実施・取組結果とその評価，並びに          

次年度の環境経営目標及び環境経営計画                       

11 

項目 評価 コメント 

【電気】   

夏場の猛暑時等は外仕事から帰っ

てくる従業員の健康を配慮し適正

温度より低く設定する日もあっ

た。 

1)昼休み、不在時には、必要以外の照明を消す ○ 

2)未使用時のﾊﾟｿｺﾝ、ﾌﾟﾘﾝﾀｰの電源 OFF ○ 

3)空調設備（ｴｱｺﾝ）の適正温度設定 
× 

（冷房 26～28℃）（暖房 21～23℃） 

4)空調機フィルターの定期的な清掃 ○ 

  

【ガソリン】   

現場の所在地・運転経路の事前確

認を怠った日もあった。 

 

 

 

 

 

 

1)ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの実施 × 

①ｱｸｾﾙﾍﾟﾀﾞﾙの踏込みは、緩やかに行う ○ 

②時間に余裕を持ち、経済速度での走行を心がける ○ 

③無人状態でのｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞはやめる ○ 

④冷房、暖房は必要最低限に使う ○ 

2)定期的な車両保守点検 ○ 

①給油時のﾀｲﾔ空気圧点検実施 ○ 

②ｴｱｰｸﾘｰﾅｰ等のこまめな清掃、交換 ○ 

③ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙの点検と適正化 ○ 

3)運転経路の無駄を無くす × 

  

【灯油】  現場事務所は断熱性が低く、スト

ーブを使用してしまった。 1)不在時にはストーブの電源を切る × 

2)ストーブは必要最低限に使う × 

  

【水】  意欲的に取組めたと思います。 

 1)年間を通した節水への取組み ○ 

①適正水量（水圧）で使用する ○ 

②水を流放しにしない ○ 

③蛇口を確認する ○ 

④ﾄｲﾚでの使用は必要最低限にする ○ 

2)雨水等を有効利用する（建設現場のみ） ○ 

  

【産業廃棄物】  しっかり分別・リサイクルできて

いる。 1)ﾏﾆｭﾌｪｽﾄ伝票での適正処理確認 ○ 

2)定期的な処理施設への追跡調査 ○ 

3)転用できる資材を優先的に導入する ○ 

4)現場での分別収集の徹底 ○ 

  



 

【次年度の取組み内容】 

引き続きエコ意識を高く持ち、活動を取り組んでいこうと思います。 

建設現場での協力業者への呼びかけも朝礼や昼礼を通じて積極的に働きかけようと思います。 

 

 

 

８）環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟などの有無    
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【一般廃棄物】  しっかり分別・リサイクルできて

いる。 1)分別の徹底化 ○ 

2)空き缶等は潰して減量化を図る ○ 

3)詰め替え可能な品物を優先的に導入する ○ 

4)名刺ｻｲｽﾞ以上はﾘｻｲｸﾙに出す ○ 

5)裏紙を使用する ○ 

【地域貢献活動】  よくできている。 

1)事務所周辺の道路清掃及び除草作業 ○ 

2)河川清掃活動への企業としての参加 ○ 

  

【yess 建築施工の推進及び受注】  よくできている。 

1)工場建築を考えてあるお客様に yess 建築施工を推進 ○ 

2)事務所に yess 建築のポスター掲示等してアピール ○ 

  

法律 要求事項 評価 法律 要求事項 評価 

廃棄物処理法 

（一般廃棄物の処理） 
市町村の処理等 ○ 

建設工事に係る資材の 

再資源化等に関する法律 

（建設リサイクル法） 

建設業等を営む者の責務 ○ 

分別解体等実施義務 ○ 

廃棄物処理法 

（産業廃棄物の処理） 

 

事業者の処理(第 11 条） ○ 対象建設工事の届出等 ○ 

事業者の処理(第 12 条) ○ 対象建設工事の届出に 

係る事項の説明等 
○ 

事業者の特別管理産業 

廃棄物に係る処理 
○ 

対象建設工事の請負契約

に係る書面の記載事項 
○ 

産業廃棄物管理票 ○ 

投棄禁止 ○ 再資源化等実施義務 ○ 

焼却禁止 ○ 発注者への報告等 ○ 

特定有害廃棄物の 

処理の禁止 
○ 

下請負人に対する 

元請業者の指導 
○ 

建設工事に伴い生ずる廃

棄物の処理に関する例外 
○ 大気汚染防止法 

解体等工事に係る 

調査及び説明等 
○ 



【評価】環境関連法規について遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。 

  また、関係機構等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。 
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法律 要求事項 評価 法律 要求事項 評価 

大気汚染防止法 作業基準の遵守義務 ○ 

労働安全衛生法 

石綿障害 

予防規則 

吹付られた石綿等及び 

石綿含有保温材等の 

除去等に係る措置 

○ 

騒音規制法 
特定建設作業の 

実施の届出 
○ 

振動規制法 
特定建設作業の 

実施の届出 
○ 

石綿含有成形品の 

除去に係る措置 
○ 

使用済自動車の 

再資源化等に関する法律 

（自動者リサイクル法） 

自動車の所有者の責務 ○ 労働者が石綿等の粉じん

に暴露するおそれがある

建築物等における業務に

係る措置 

○ 使用済自動車の引渡義務 ○ 

再資源化預託金等の 

預託義務 
○ 

フロン排出抑制法 

指定製品及び特定製品の 

管理者の責務 
○ 作業に係る設備等 ○ 

第一種特定製品廃棄等 

実施者の引渡義務 
○ 

石綿等の切断等の 

作業等に係る措置 
○ 

第一種特定製品廃棄等実

施者による書面の交付等 
○ 

石綿等の切断等の 

作業等に係る措置 
○ 

引取証明書 ○ 立入禁止措置 ○ 

第一種特定製品の 

引き取り等 
○ 

局所排気装置等の稼働 ○ 

石綿作業主任者の選任 ○ 

第一種フロン類充填 

回収業者の費用請求等 
○ 定期自主検査 ○ 

フロン類の放出の禁止 ○ 定期自主検査の記録 ○ 

特定家庭用機器再商品化

法（家電リサイクル法） 
事業者及び消費者の責務 ○ 

点検 ○ 

点検の記録 ○ 

使用済小型電子機器 

等の再資源化の促進に 

関する法律 

(小型家電リサイクル法) 

事業者の責務 ○ 

補修等 ○ 

特別の教育 ○ 

健康診断の実施 ○ 

健康診断の結果の記録 ○ 

建築基準法 

石綿その他の物質の 

飛散又は発散に対する 

衛生上の措置 

○ 

健康診断の結果の通知 ○ 

健康診断結果報告 ○ 

学校環境衛生の基準 

【測定項目】 

（必須） 

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄ、ﾄﾙｴﾝ 

（任意） 

ｷｼﾚﾝ、ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ 

ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ、ｽﾁﾚﾝ 

○ 
労働安全衛生法 

石綿障害 

予防規則 

事業者の責務 ○ 

事前調査及び分析調査 ○ 

作業計画 ○ 



９）代表者による全体評価と見直し・指示                       

 

（環境への取組は適切に実施せれているか） 

各資源の使用量等が毎月適切に管理され、標識等も利用し実施されている。 

また、環境関連法規等も遵守されている。 

今年はコロナ禍でしばらく開催がなかった建設業協会の河川敷清掃活動が 10 月にあり、従業員が参加 

しました。環境意識が高まる良い経験になったと思います。 

 

（環境経営システムが有効に機能しているか） 

毎月 1 日に電気・隧道・ガスのメーターをチェックするよう、本社・うきは支店で実施している。 

また、社員 1 人づつガソリンノートを持たせ、ガソリン使用量と燃費の管理も各自行っている。 

毎月 1 回 EA21 委員会議を行い、目標達成に向けてどう取り組むべきかを全員で話し合っており、 

環境経営システムは有効に機能していると思います。 

 

よって、環境経営方針・環境経営目標・環境経営計画・実施体制共に変更の必要性はないと思います。 

 

今後も地球そして未来の子供達の為、『できることからはじめよう』というスローガンの下『エコアクショ

ン２１』を積極的に推進し、全社員一丸となって努めていこうと思います。 

 

 

 

 

 

令和 4 年 12 月 15 日 

株式会社篠原工務所 

代表取締役 篠原靖典 
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